
号

外

三�
平

成
二
十
五
年
十
一
月

一

日

目

次

監
査
委
員
告
示

○
住
民
監
査
請
求
に
係
る
監
査
の
結
果
の
公
表

(

監

査

委

員)

一
ペ
ー
ジ

監
査
委
員
告
示

岐
阜
県
監
査
委
員
告
示
第
二
十
四
号

平
成
二
十
五
年
九
月
八
日
付
け
で
提
出
の
あ
っ
た
地
方
自
治
法(

昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号)

第
二
百
四
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
住
民
監
査
請
求
に
係
る
監
査
の
結
果
を
決
定
し
た
の
で
、

同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
公
表
す
る
。

平
成
二
十
五
年
十
一
月
一
日

岐
阜
県
監
査
委
員

渡

辺

嘉

山

岐
阜
県
監
査
委
員

平

岩

正

光

岐
阜
県
監
査
委
員

鵜

飼

誠

岐
阜
県
監
査
委
員

石

井

直

子

岐
阜
県
監
査
委
員

藤

良

寛

第
１
請
求
の
受
付

１
請
求
人
の
住
所
及
び
氏
名

住
所
岐
阜
市
上
竹
屋
町
25

氏
名
伊
藤
靖

２
請
求
書
の
提
出

請
求
人
か
ら
､
平
成
25年
９
月
８
日
付
け
で
地
方
自
治
法
(昭
和
22年
４
月
17日
法
律
第
67

号
｡
以
下
｢法
｣
と
い
う
｡)
第
242条

に
定
め
る
住
民
監
査
請
求
と
し
て
､
岐
阜
県
職
員
(知

事
)
措
置
請
求
書
が
提
出
さ
れ
､
同
月
９
日
に
受
け
付
け
た
｡

３
請
求
の
概
要

( ) 平成25年11月１日 岐 阜 県 公 報 号 外 �１
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阜

県

公

報

号

外

毎
週

(

火
曜
日

金
曜
日)

発
行

(

休
日
に
当
た
る

と
き
は
翌
日)

平
成
二
十
五
年
十
一
月
一
日



請
求
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
事
項
及
び
事
実
を
証
す
る
書
面
か
ら
監
査
請
求
の
概
要
は
次
の

と
お
り
で
あ
っ
た
｡

岐
阜
県
が
平
成
24年

10月
10日

に
支
払
っ
た
賠
償
金
66,841,053円

は
､
岐
阜
県
知
事
が
元

知
事
公
室
次
長
に
対
し
て
行
っ
た
懲
戒
免
職
処
分
が
社
会
観
念
上
著
し
く
妥
当
を
欠
き
､
裁
量

権
を
逸
脱
・
濫
用
し
た
違
法
な
処
分
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
､
そ
の
損
害
を
岐
阜
県
が
賠
償
せ
ざ

る
を
得
な
く
な
っ
た
も
の
で
あ
り
､
そ
の
賠
償
金
の
支
払
い
に
よ
り
､
岐
阜
県
は
多
大
な
損
害

を
被
っ
た
｡

ま
た
､
元
知
事
公
室
次
長
が
訴
訟
を
提
起
し
た
懲
戒
免
職
処
分
取
消
等
請
求
事
件
の
原
審
及

び
控
訴
審
に
お
い
て
､
岐
阜
県
の
主
張
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
十
分
承
知
の
上
､
知
事

は
正
当
な
上
告
理
由
が
な
い
ま
ま
最
高
裁
判
所
に
上
告
し
た
た
め
､
元
知
事
公
室
次
長
へ
賠
償

金
を
支
払
う
時
期
が
大
幅
に
遅
延
す
る
こ
と
に
な
り
､
そ
の
遅
延
利
息
分
に
つ
い
て
岐
阜
県
の

損
害
額
が
拡
大
す
る
こ
と
に
な
っ
た
｡

具
体
的
に
は
､
懲
戒
免
職
処
分
取
消
等
請
求
控
訴
事
件
の
判
決
が
あ
っ
た
後
､
遅
く
と
も
平

成
23年
12月
27日
に
は
賠
償
金
の
支
払
い
を
完
了
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
か
ら
､
そ
の
時

点
で
岐
阜
県
が
支
払
う
必
要
が
あ
っ
た
賠
償
金
64,519,511円

と
､
平
成
24年

10月
10日

に
支

払
っ
た
賠
償
金
66,841,053円

の
差
額
で
あ
る
2,321,542円

が
過
大
に
支
出
さ
れ
た
｡

さ
ら
に
､
正
当
な
上
告
理
由
が
な
い
ま
ま
知
事
が
上
告
し
た
こ
と
に
よ
り
､
平
成
23年
12月

２
日
に
弁
護
士
報
酬
の
着
手
金
と
し
て
420,000円

が
､
そ
し
て
､
同
月
８
日
に
上
告
費
用
の

立
替
金
と
し
て
399,380円

が
不
当
に
支
出
さ
れ
､
上
告
に
伴
う
人
件
費
な
ど
の
関
連
経
費

(請
求
者
に
よ
る
算
定
は
不
能
)
も
支
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
｡
な
お
､
弁
護
士
報
酬
の
着

手
金
及
び
上
告
費
用
の
立
替
金
に
つ
い
て
は
岐
阜
県
か
ら
訴
訟
代
理
人
に
支
払
わ
れ
て
い
る
が
､

そ
れ
ら
の
支
出
の
精
算
が
終
わ
っ
た
こ
と
を
確
認
で
き
な
い
こ
と
か
ら
､
こ
れ
ら
一
連
の
支
出

に
つ
い
て
は
､
支
出
行
為
の
終
わ
っ
た
日
か
ら
一
年
を
経
過
し
て
い
な
い
も
の
で
あ
る
｡

よ
っ
て
､
こ
れ
ら
の
行
為
を
行
っ
た
知
事
に
対
し
て
､
損
害
賠
償
請
求
を
す
る
措
置
を
求
め

る
｡

４
請
求
の
受
理

本
件
請
求
に
つ
い
て
は
､
平
成
25年
９
月
19日
に
受
理
を
決
定
し
た
｡

第
２
請
求
人
の
証
拠
の
提
出
及
び
陳
述
の
機
会
の
付
与

請
求
人
に
対
し
法
第
242条

第
６
項
の
規
定
に
基
づ
き
､
平
成
25年

９
月
27日

に
証
拠
の
提
出

及
び
陳
述
の
機
会
を
与
え
た
と
こ
ろ
､
請
求
人
か
ら
欠
席
届
が
あ
り
陳
述
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
｡

ま
た
､
新
た
な
証
拠
の
提
出
は
な
か
っ
た
｡

第
３
監
査
の
実
施

１
監
査
対
象
機
関

岐
阜
県
総
務
部
人
事
課
及
び
法
務
・
情
報
公
開
課

２
監
査
対
象
事
項

ア
損
害
賠
償
金
及
び
遅
延
損
害
金
の
支
出
に
つ
い
て
､
岐
阜
県
知
事
に
損
害
を
賠
償
す

る
責
任
が
あ
る
か
｡

イ
遅
延
損
害
金
の
う
ち
､
実
際
に
損
害
賠
償
金
及
び
遅
延
損
害
金
の
支
払
い
が
行
わ
れ

た
日
と
､
遅
く
と
も
損
害
賠
償
金
の
支
払
い
を
完
了
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
と
請
求
人

が
主
張
す
る
日
と
の
時
点
差
に
よ
る
差
額
(以
下
｢遅
延
損
害
金
差
額
分
｣
と
い
う
｡)

の
支
出
に
つ
い
て
､
岐
阜
県
知
事
に
損
害
を
賠
償
す
る
責
任
が
あ
る
か
｡

ウ
上
告
受
理
の
申
立
て
に
伴
う
弁
護
士
報
酬
の
着
手
金
､
上
告
受
理
申
立
費
用
の
立
替

金
及
び
人
件
費
な
ど
の
関
連
経
費
の
支
出
に
つ
い
て
､
岐
阜
県
知
事
に
損
害
を
賠
償
す

る
責
任
が
あ
る
か
｡

第
４
監
査
の
結
果

１
事
実
関
係
の
確
認

岐
阜
県
総
務
部
人
事
課
及
び
法
務
・
情
報
公
開
課
か
ら
提
出
を
受
け
た
関
係
書
類
を
調
査
す

る
と
と
も
に
､
両
課
の
職
員
か
ら
事
情
聴
取
す
る
な
ど
の
方
法
に
よ
り
監
査
を
実
施
し
た
結
果
､

次
の
各
事
実
を
確
認
し
た
｡

�
裁
判
に
至
る
ま
で
の
経
緯

平
成
18年

７
月
５
日
､
新
聞
報
道
に
よ
り
不
正
資
金
問
題
が
発
覚
｡

同
年
７
月
24日
､
弁
護
士
３
名
に
よ
る
第
三
者
機
関
と
し
て
設
置
さ
れ
た
プ
ー
ル
資
金

問
題
検
討
委
員
会
が
調
査
を
開
始
し
､
同
年
９
月
１
日
､
同
委
員
会
か
ら
｢不
正
資
金
問

題
に
関
す
る
報
告
書
｣
が
岐
阜
県
知
事
に
提
出
さ
れ
た
｡
報
告
書
で
は
､
平
成
10年
度
に

元
知
事
公
室
次
長
が
裏
金
の
集
約
に
直
接
関
与
し
て
い
た
こ
と
を
踏
ま
え
､
｢上
司
の
指
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示
が
あ
っ
た
と
は
い
え
､
不
正
経
理
に
よ
る
資
金
を
隠
蔽
す
る
こ
と
に
関
与
し
､
問
題
の

発
覚
を
遅
ら
せ
し
め
た
責
任
は
重
大
で
あ
る
｡
重
い
処
分
が
相
当
で
あ
る
｡｣
と
さ
れ
た
｡

同
年
９
月
14日
､
岐
阜
県
議
会
に
不
正
資
金
問
題
調
査
検
討
委
員
会
が
設
置
さ
れ
､
同

月
26日

に
｢不
正
資
金
問
題
に
係
る
調
査
・
検
討
に
つ
い
て
(中
間
答
申
)｣
が
岐
阜
県

知
事
に
提
言
さ
れ
､
そ
の
中
で
､
プ
ー
ル
資
金
問
題
検
討
委
員
会
が
示
し
た
判
断
に
つ
い

て
､
｢適
当
で
あ
る
｣
と
し
た
｡

同
年
９
月
25日
､
外
部
委
員
か
ら
な
る
公
平
審
査
会
議
が
開
催
さ
れ
､
委
員
か
ら
懲
戒

免
職
処
分
で
や
む
を
得
な
い
旨
の
意
見
が
あ
っ
た
｡

岐
阜
県
知
事
は
､
同
年
９
月
28日
､
元
知
事
公
室
次
長
に
対
し
て
地
方
公
務
員
法
(昭

和
25年
法
律
第
261号

)
第
29条
第
１
項
第
１
号
に
基
づ
く
懲
戒
免
職
処
分
を
行
っ
た
｡

元
知
事
公
室
次
長
は
､
同
年
11月
20日
､
岐
阜
県
人
事
委
員
会
に
対
し
免
職
処
分
の
審

査
請
求
を
し
､
岐
阜
県
人
事
委
員
会
は
､
平
成
21年
11月
12日
､
当
該
審
査
請
求
を
棄
却

し
た
｡

元
知
事
公
室
次
長
は
､
同
年
12月
25日
､
懲
戒
免
職
処
分
の
取
消
し
等
を
求
め
て
､
岐

阜
地
方
裁
判
所
に
提
訴
し
た
｡

�
岐
阜
地
方
裁
判
所

平
成
21年

(行
ウ
)
第
17号

懲
戒
免
職
処
分
取
消
等
請
求
事

件

元
知
事
公
室
次
長
が
､
岐
阜
県
に
対
し
､
岐
阜
県
知
事
が
平
成
18年
９
月
28日
付
け
で

行
っ
た
懲
戒
免
職
処
分
は
､
裁
量
権
の
逸
脱
又
は
濫
用
に
よ
る
も
の
で
あ
り
違
法
で
あ
る

と
し
て
､
そ
の
取
消
を
求
め
る
と
と
も
に
､
違
法
な
本
件
処
分
に
よ
り
給
与
､
退
職
手
当

等
の
逸
失
利
益
､
精
神
的
苦
痛
等
の
損
害
を
被
っ
た
と
し
て
､
国
家
賠
償
法
第
１
条
第
１

項
に
基
づ
く
損
害
賠
償
金
及
び
遅
延
損
害
金
の
支
払
い
を
求
め
た
｡

○
平
成
23年

２
月
24日

判
決
主
文

１
岐
阜
県
知
事
が
平
成
18年
９
月
28日
付
け
で
原
告
に
対
し
て
し
た
懲
戒
免
職
処

分
を
取
り
消
す
｡

２
被
告
は
､
原
告
に
対
し
､
5884万

4632円
及
び
こ
れ
に
対
す
る
平
成
22年
１
月

23日
か
ら
支
払
済
み
ま
で
年
５
パ
ー
セ
ン
ト
の
割
合
に
よ
る
金
員
を
支
払
え
｡

３
～
５
略

○
損
害
賠
償
金
5884万

4632円
の
内
訳
に
つ
い
て

ア
退
職
手
当
相
当
額
3516万

5328円

イ
定
年
退
職
時
ま
で
の
給
与
相
当
額
1767万

9304円

ウ
慰
謝
料
100万

円

エ
弁
護
士
費
用
500万

円

○
懲
戒
免
職
処
分
に
つ
い
て

本
件
処
分
は
､
懲
戒
処
分
と
し
て
免
職
処
分
を
選
択
し
て
い
る
点
に
お
い
て
重
き

に
過
ぎ
､
社
会
通
念
上
著
し
く
妥
当
を
欠
き
､
裁
量
権
を
逸
脱
・
濫
用
し
た
も
の
と

い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
か
ら
､
そ
の
余
の
点
に
つ
い
て
判
断
す
る
ま
で
も
な
く
取
り

消
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
｡

�
名
古
屋
高
等
裁
判
所

平
成
23年

(行
コ
)
第
28号

懲
戒
免
職
処
分
取
消
等
請
求

控
訴
事
件

岐
阜
県
は
､
岐
阜
地
方
裁
判
所
の
判
決
が
不
服
で
あ
る
と
し
て
､
平
成
23年
３
月
11日

に
名
古
屋
高
等
裁
判
所
に
控
訴
し
た
｡

控
訴
に
あ
た
り
､
平
成
23年
３
月
11日
､
法
第
96条
第
１
項
第
12号
の
規
定
に
よ
り
岐

阜
県
議
会
の
議
決
が
行
わ
れ
て
い
る
｡

○
平
成
23年

11月
10日

判
決
主
文

１
本
件
控
訴
を
棄
却
す
る
｡

２
略

○
懲
戒
免
職
処
分
に
つ
い
て

本
件
処
分
は
､
懲
戒
処
分
と
し
て
免
職
処
分
を
選
択
し
て
い
る
点
に
お
い
て
重
き

に
過
ぎ
､
社
会
観
念
上
著
し
く
妥
当
を
欠
き
､
裁
量
権
を
逸
脱
・
濫
用
し
た
も
の
と

い
う
べ
き
で
あ
る
か
ら
､
そ
の
余
の
点
に
つ
い
て
判
断
す
る
ま
で
も
な
く
取
り
消
さ

れ
る
べ
き
で
あ
る
｡

○
国
家
賠
償
法
第
１
条
第
１
項
に
規
定
す
る
賠
償
責
任
に
つ
い
て

・
職
員
に
対
す
る
懲
戒
免
職
処
分
を
す
る
に
当
た
り
､
当
然
に
尽
く
す
こ
と
が
期

待
さ
れ
る
べ
き
注
意
を
払
わ
ず
､
漫
然
と
本
件
処
分
を
し
た
も
の
と
認
め
る
の
が

相
当
で
あ
る
か
ら
､
少
な
く
と
も
過
失
が
あ
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
る
｡

し
た
が
っ
て
､
控
訴
人
は
､
国
家
賠
償
法
１
条
１
項
に
基
づ
き
､
被
控
訴
人
に

対
し
､
違
法
な
本
件
処
分
に
よ
っ
て
被
控
訴
人
が
受
け
た
損
害
に
つ
い
て
､
賠
償

す
る
責
任
が
あ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
｡

・
本
件
処
分
の
取
消
し
が
確
定
す
れ
ば
､
被
控
訴
人
は
､
本
件
処
分
時
か
ら
定
年
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退
職
す
べ
き
時
ま
で
の
間
､
公
務
員
の
地
位
に
あ
っ
た
こ
と
に
な
り
､
当
該
地
位

に
基
づ
く
退
職
手
当
請
求
権
及
び
給
与
等
請
求
権
が
回
復
す
る
こ
と
に
な
る
が
､

こ
の
こ
と
は
､
被
控
訴
人
が
､
違
法
な
本
件
処
分
の
た
め
､
現
に
支
給
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
退
職
手
当
及
び
給
与
等
に
相
当
す
る
金
額
に
つ
き
､
国
家

賠
償
法
上
の
損
害
と
し
て
主
張
す
る
こ
と
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
べ
き

で
あ
る
｡

�
上
告
受
理
の
申
立
て

岐
阜
県
は
､
名
古
屋
高
等
裁
判
所
の
判
決
が
不
服
で
あ
る
と
し
て
､
平
成
23年
11月
21

日
に
最
高
裁
判
所
に
上
告
受
理
の
申
立
て
を
し
､
平
成
24年
１
月
10日
に
上
告
受
理
申
立

理
由
書
を
提
出
し
た
｡

同
理
由
書
に
お
い
て
は
､
｢原
判
決
は
､
懲
戒
処
分
に
係
る
裁
量
権
の
範
囲
に
関
す
る

行
政
事
件
訴
訟
法
第
30条
及
び
地
方
公
務
員
法
第
29条
の
解
釈
・
適
用
に
つ
き
､
最
高
裁

判
例
(昭
和
32年
５
月
10日
第
２
小
法
廷
判
決
・
昭
和
52年
12月
20日
第
３
小
法
廷
判
決
)

に
相
反
す
る
判
断
を
し
て
い
る
｡｣
と
そ
の
理
由
を
述
べ
て
い
る
｡

上
告
受
理
の
申
立
て
に
あ
た
り
､
平
成
23年

11月
18日

に
法
第
179条

第
１
項
の
規
定

に
よ
り
専
決
処
分
し
､
同
年
12月
15日
に
同
条
第
３
項
の
規
定
に
よ
り
岐
阜
県
議
会
に
お

い
て
承
認
さ
れ
て
い
る
｡

�
最
高
裁
判
所
平
成
24年

(行
ヒ
)
第
41号

○
平
成
24年

９
月
13日

上
告
不
受
理
決
定
主
文

本
件
を
上
告
審
と
し
て
受
理
し
な
い
｡

申
立
費
用
は
申
立
人
の
負
担
と
す
る
｡

�
岐
阜
県
に
よ
る
賠
償
金
等
の
支
出
に
つ
い
て

ア
岐
阜
県
は
､
訴
訟
代
理
人
に
対
し
て
､
｢岐
阜
県
弁
護
士
報
酬
支
払
基
準
(平
成
10

年
４
月
１
日
決
定
)｣
(以
下
｢支
払
基
準
｣
と
い
う
｡)
に
基
づ
き
､
平
成
23年

12月

２
日
に
上
告
受
理
の
申
立
て
に
伴
う
弁
護
士
報
酬
の
着
手
金
と
し
て
420,000円

を
､

同
月
８
日
に
上
告
受
理
申
立
費
用
の
立
替
金
と
し
て
399,380円

を
支
払
っ
た
｡

支
払
基
準
に
よ
れ
ば
､
｢着
手
金
｣
は
､
訴
訟
遂
行
に
通
常
要
す
る
程
度
の
旅
費
や

書
類
作
成
等
の
訴
訟
費
用
と
し
て
訴
訟
業
務
着
手
時
に
定
額
で
支
払
う
も
の
と
さ
れ
て

い
る
｡
ま
た
､
｢立
替
金
｣
は
､
裁
判
所
へ
納
付
す
る
鑑
定
及
び
証
人
申
請
等
に
必
要

な
経
費
(裁
判
所
に
認
め
ら
れ
た
も
の
に
限
る
｡)
と
さ
れ
て
い
る
｡

そ
し
て
､
本
件
｢着
手
金
｣
は
､
支
払
基
準
及
び
訴
訟
代
理
人
と
の
委
任
契
約
に
基

づ
き
定
額
で
､
｢立
替
金
｣
は
､
訴
訟
代
理
人
か
ら
の
請
求
に
基
づ
き
､
裁
判
所
へ
納

付
し
た
実
費
に
つ
い
て
､
そ
れ
ぞ
れ
支
払
わ
れ
た
も
の
で
あ
り
､
い
ず
れ
も
精
算
行
為

を
伴
っ
て
い
な
い
も
の
で
あ
る
｡

イ
平
成
24年
９
月
13日
､
最
高
裁
判
所
が
岐
阜
県
の
上
告
受
理
の
申
立
て
を
受
理
し
な

い
決
定
を
し
た
こ
と
に
よ
り
懲
戒
免
職
処
分
の
取
消
し
及
び
損
害
賠
償
金
の
支
払
い
を

命
じ
た
判
決
が
確
定
し
た
｡

こ
れ
に
伴
い
､
同
年
10月
10日
､
岐
阜
県
は
､
賠
償
金
(損
害
賠
償
金
及
び
遅
延
損

害
金
)
と
し
て
､
元
知
事
公
室
次
長
に
対
し
て
､
66,841,053円

(損
害
賠
償
金
58,84

4,632円
､
遅
延
損
害
金
7,996,421円

)
を
支
払
っ
た
｡

２
監
査
委
員
の
判
断

上
記
１
(事
実
関
係
の
確
認
)
に
基
づ
き
､
本
件
請
求
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
判
断
し
た
｡

�
違
法
な
懲
戒
免
職
処
分
に
よ
っ
て
生
じ
た
損
害
賠
償
金
及
び
遅
延
損
害
金
の
支
出
に
つ

い
て請
求
人
は
､
岐
阜
県
知
事
が
行
っ
た
懲
戒
免
職
処
分
が
違
法
な
処
分
で
あ
っ
た
こ
と
か

ら
､
そ
の
損
害
を
岐
阜
県
が
賠
償
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
も
の
で
あ
り
､
賠
償
金
の
支

払
い
に
よ
り
岐
阜
県
は
多
大
な
損
害
を
被
っ
た
と
し
て
､
岐
阜
県
知
事
に
対
し
て
損
害
賠

償
を
請
求
す
る
措
置
を
求
め
て
い
る
｡

よ
っ
て
､
請
求
人
の
主
張
す
る
損
害
賠
償
請
求
は
､
損
害
賠
償
金
及
び
遅
延
損
害
金
の

支
出
と
い
う
｢公
金
の
支
出
｣
が
違
法
で
あ
る
と
し
て
､
岐
阜
県
知
事
に
損
害
賠
償
を
求

め
る
も
の
で
あ
る
と
解
し
た
｡

ア
今
回
支
払
わ
れ
た
損
害
賠
償
金
及
び
遅
延
損
害
金
の
う
ち
損
害
賠
償
金
の
内
訳
は
､

前
記
第
４
の
１�
の
と
お
り
､
退
職
手
当
相
当
額
､
定
年
退
職
時
ま
で
の
給
与
相
当
額
､

慰
謝
料
及
び
弁
護
士
費
用
と
な
っ
て
い
る
｡

イ
こ
の
う
ち
､
退
職
手
当
相
当
額
及
び
定
年
退
職
時
ま
で
の
給
与
相
当
額
に
つ
い
て
は
､

名
古
屋
高
等
裁
判
所
判
決
に
お
い
て
､
｢本
件
処
分
の
取
消
し
が
確
定
す
れ
ば
､
被
控
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訴
人
は
､
本
件
処
分
時
か
ら
定
年
退
職
す
べ
き
時
ま
で
の
間
､
公
務
員
の
地
位
に
あ
っ

た
こ
と
に
な
り
､
当
該
地
位
に
基
づ
く
退
職
手
当
請
求
権
及
び
給
与
等
請
求
権
が
回
復

す
る
こ
と
に
な
る
｣
と
判
断
さ
れ
て
お
り
､
そ
の
支
出
は
元
知
事
公
室
次
長
に
対
す
る

債
務
の
履
行
に
相
当
し
､
違
法
な
も
の
で
は
な
い
と
解
さ
れ
る
こ
と
か
ら
､
岐
阜
県
に

実
質
的
な
損
害
は
発
生
し
な
い
と
認
め
ら
れ
る
｡

ウ
損
害
賠
償
金
の
う
ち
慰
謝
料
及
び
弁
護
士
費
用
並
び
に
遅
延
損
害
金
に
つ
い
て
は
､

懲
戒
免
職
処
分
が
な
け
れ
ば
発
生
し
な
か
っ
た
費
用
で
あ
る
と
い
う
点
に
お
い
て
､
岐

阜
県
の
損
害
と
解
し
得
る
こ
と
か
ら
､
岐
阜
県
知
事
の
賠
償
責
任
に
つ
い
て
検
討
す
る
｡

エ
職
員
の
賠
償
責
任
に
つ
い
て
は
､
法
第
243条

の
２
第
１
項
の
規
定
が
あ
る
が
､
昭

和
61年

２
月
27日

最
高
裁
判
所
判
決
に
よ
れ
ば
､
｢同
条
１
項
所
定
の
職
員
に
は
当
該

地
方
公
共
団
体
の
長
は
含
ま
れ
ず
､
普
通
地
方
公
共
団
体
の
長
の
当
該
地
方
公
共
団
体

に
対
す
る
賠
償
責
任
に
つ
い
て
は
民
法
の
規
定
に
よ
る
も
の
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ

る
｡｣
と
さ
れ
て
い
る
｡

オ
そ
こ
で
､
本
件
に
お
い
て
､
岐
阜
県
知
事
に
民
法
第
709条

の
規
定
に
よ
る
損
害
賠

償
責
任
が
あ
る
か
否
か
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
る
と
､
今
回
の
損
害
賠
償
金
の
う
ち
慰

謝
料
及
び
弁
護
士
費
用
並
び
に
遅
延
損
害
金
の
支
出
は
､
確
定
判
決
に
よ
る
法
的
義
務

の
履
行
で
あ
り
､
何
ら
違
法
性
は
な
く
､
故
意
又
は
過
失
に
よ
る
行
為
と
は
認
め
ら
れ

な
い
｡
よ
っ
て
､
岐
阜
県
知
事
に
賠
償
責
任
は
な
い
｡

カ
な
お
､
請
求
人
は
違
法
な
懲
戒
免
職
処
分
が
原
因
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
が
､
判

例
に
よ
れ
ば
､
損
害
賠
償
責
任
を
問
う
こ
と
が
で
き
る
の
は
､
た
と
え
財
務
会
計
行
為

に
先
行
す
る
原
因
行
為
に
違
法
事
由
が
存
す
る
場
合
で
あ
っ
て
も
､
そ
の
原
因
行
為
を

前
提
と
し
て
さ
れ
た
財
務
会
計
行
為
自
体
が
財
務
会
計
法
規
上
の
義
務
に
違
反
す
る
違

法
な
も
の
で
あ
る
と
き
に
限
ら
れ
る
(平
成
４
年
12月
15日
最
高
裁
判
所
第
三
小
法
廷

判
決
)
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
､
岐
阜
県
知
事
に
賠
償
責
任
は
な
い
｡

�
正
当
な
理
由
の
な
い
上
告
受
理
の
申
立
て
に
よ
っ
て
生
じ
た
遅
延
損
害
金
差
額
分
の
支

出
に
つ
い
て

次
に
､
請
求
人
は
､
岐
阜
県
知
事
は
正
当
な
上
告
理
由
が
な
い
ま
ま
最
高
裁
判
所
に
上

告
し
た
た
め
､
元
知
事
公
室
次
長
へ
賠
償
金
を
支
払
う
時
期
が
大
幅
に
遅
延
す
る
こ
と
に

な
り
､
そ
の
遅
延
利
息
分
に
つ
い
て
岐
阜
県
の
損
害
額
が
拡
大
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
し

て
､
岐
阜
県
知
事
に
対
し
て
損
害
賠
償
を
請
求
す
る
措
置
を
求
め
て
い
る
｡

こ
の
請
求
人
の
主
張
は
､
違
法
な
上
告
受
理
の
申
立
て
に
よ
っ
て
生
じ
た
遅
延
損
害
金

差
額
分
の
支
出
に
つ
い
て
､
岐
阜
県
知
事
に
損
害
賠
償
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
と
解
し
た
｡

ア
民
事
訴
訟
法
第
318条

第
１
項
に
規
定
さ
れ
る
上
告
受
理
の
申
立
て
は
､
原
判
決
に

①
最
高
裁
判
所
の
判
例
(こ
れ
が
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
､
大
審
院
又
は
上
告
裁
判
所

若
し
く
は
控
訴
裁
判
所
で
あ
る
高
等
裁
判
所
の
判
例
)
と
相
反
す
る
判
断
が
あ
る
場
合
､

②
そ
の
他
の
法
令
の
解
釈
に
関
す
る
重
要
な
事
項
を
含
む
も
の
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に

お
い
て
､
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
い
る
｡

イ
本
件
上
告
受
理
の
申
立
て
は
､
上
記
第
４
の
１�
の
と
お
り
､
原
判
決
(名
古
屋
高

等
裁
判
所
判
決
)
は
最
高
裁
判
所
判
例
に
相
反
す
る
判
断
が
あ
る
な
ど
､
法
令
の
解
釈

に
関
す
る
重
要
な
事
項
を
含
む
違
反
が
あ
る
と
し
て
､
民
事
訴
訟
法
第
318条

第
１
項

所
定
の
要
件
に
該
当
す
る
こ
と
を
主
張
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
り
､
不
適
法
な
申
立

て
と
な
る
事
実
は
認
め
ら
れ
な
い
｡
ま
た
､
本
件
上
告
受
理
の
申
立
て
に
あ
た
っ
て
は
､

法
第
179条

第
１
項
の
規
定
に
よ
り
専
決
処
分
し
､
同
条
３
項
の
規
定
に
よ
り
岐
阜
県

議
会
の
承
認
を
得
て
お
り
､
手
続
き
上
の
瑕
疵
も
認
め
ら
れ
な
い
｡
な
お
､
最
高
裁
判

所
に
よ
っ
て
不
受
理
が
決
定
さ
れ
た
こ
と
を
も
っ
て
申
立
て
が
不
適
法
と
な
る
も
の
で

も
な
い
｡

ウ
よ
っ
て
､
本
件
上
告
受
理
の
申
立
て
に
違
法
性
は
な
く
､
不
法
行
為
法
上
違
法
の
評

価
を
受
け
る
も
の
と
は
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
､
岐
阜
県
知
事
に
賠
償
責
任
は
な
い
｡

以
上
の
こ
と
か
ら
､
本
件
請
求
の
う
ち
､
違
法
な
懲
戒
免
職
処
分
に
よ
っ
て
生
じ
た
損
害

賠
償
金
及
び
遅
延
損
害
金
の
支
出
並
び
に
正
当
な
理
由
の
な
い
上
告
受
理
の
申
立
て
に
よ
っ

て
生
じ
た
遅
延
損
害
金
差
額
分
の
支
出
に
関
す
る
請
求
に
つ
い
て
は
､
理
由
が
な
い
の
で
棄

却
す
る
｡

�
上
告
受
理
の
申
立
て
に
伴
う
弁
護
士
報
酬
の
着
手
金
､
上
告
受
理
申
立
費
用
の
立
替
金

及
び
人
件
費
な
ど
の
関
連
経
費
の
支
出
に
つ
い
て

ア
法
第
242条

第
１
項
に
規
定
す
る
住
民
監
査
請
求
は
､
違
法
又
は
不
当
な
財
務
会
計

行
為
に
よ
り
､
地
方
公
共
団
体
に
財
産
的
損
失
を
生
じ
､
又
は
生
じ
る
お
そ
れ
が
あ
る

場
合
に
､
当
該
行
為
の
是
正
又
は
未
然
の
防
止
を
目
的
と
し
て
な
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
｡

ま
た
､
同
条
第
２
項
で
は
､
｢前
項
の
規
定
に
よ
る
請
求
は
､
当
該
行
為
の
あ
っ
た
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日
又
は
終
わ
っ
た
日
か
ら
1年
を
経
過
し
た
と
き
は
､
こ
れ
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
｡

た
だ
し
､
正
当
な
理
由
が
あ
る
と
き
は
､
こ
の
限
り
で
な
い
｡｣
と
し
て
い
る
｡

本
件
請
求
で
は
､
請
求
人
は
､
上
告
受
理
の
申
立
て
に
伴
い
平
成
23年
12月
２
日
に

支
出
し
た
弁
護
士
報
酬
の
着
手
金
及
び
同
月
８
日
に
支
出
し
た
上
告
受
理
申
立
費
用
の

立
替
金
に
つ
い
て
､
｢そ
れ
ら
の
支
出
の
精
算
が
終
わ
っ
た
こ
と
を
確
認
で
き
な
い
こ

と
か
ら
､
こ
れ
ら
一
連
の
支
出
に
つ
い
て
は
､
支
出
行
為
の
終
わ
っ
た
日
か
ら
一
年
を

経
過
し
て
い
な
い
も
の
で
あ
る
｡｣
と
主
張
し
て
い
る
が
､
前
記
第
４
の
１�

で
確
認

し
た
と
お
り
､
両
経
費
の
支
出
は
精
算
を
伴
わ
な
い
も
の
で
あ
る
｡

し
た
が
っ
て
､
両
経
費
の
支
出
の
あ
っ
た
日
か
ら
１
年
を
経
過
し
て
い
る
た
め
､
法

定
の
請
求
期
間
を
徒
過
し
た
不
適
法
な
請
求
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
｡

イ
次
に
､
請
求
人
は
､
｢上
告
に
伴
う
人
件
費
な
ど
の
関
連
経
費
(請
求
者
に
よ
る
算

定
は
不
能
)
も
支
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
｡｣
と
主
張
し
て
い
る
が
､
関
連
経
費
が

何
を
指
す
の
か
不
明
で
あ
り
､
財
務
会
計
行
為
が
特
定
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
､
監

査
請
求
の
要
件
を
欠
き
不
適
法
で
あ
る
｡

以
上
の
こ
と
か
ら
､
本
件
請
求
の
う
ち
､
上
告
受
理
の
申
立
て
に
伴
う
弁
護
士
報
酬
の

着
手
金
､
上
告
受
理
申
立
費
用
の
立
替
金
及
び
人
件
費
な
ど
の
関
連
経
費
の
支
出
に
関
す

る
請
求
に
つ
い
て
は
､
法
第
242条

に
定
め
る
住
民
監
査
請
求
の
対
象
に
は
該
当
し
な
い

た
め
､
請
求
を
却
下
す
る
｡
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